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1 ����
,�-.
� !とこれに"#された$%モジュールおよびセンサ(トランスデューサ)
は、$%および&"�
するA'および(Aタスクにのみ)�できます。
そのBの��は )��	CD の)�なります。
EFな)%を��するために、モジュールはG*�+,に-�されているG
*./に、0ず1って)�してください。� !を)�するH0は、23す
るアプリケーションで��される/4およびEF5Kを�LすることがMN
6です。OP�の)�についても'�です。
� !を�$する7に、まずオートメーション78のすべてのEF�を9:
したプロジェクト$;とリスクT<をU=する05があります。
>に、Vおよび?@の��に�WしてはAX�のBCをDってください。
�$%により�XなEY、データのEZ、さらにはV	F\のGHするNI

があるJHでは、�]のEF^�K!を�じなければなりません。�$%
がGHしたH0でも、これらの^�K!によりEFな)�がL�されるよう
にしてください。
これは、_えば、?@	インターロック、エラー&a、リミットスイッチな
どによって=うことができます。
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��/0
�12を34システムに5##$しないでください。6789343:は
DC 10〜30 Vです。
	Mケーブル、&aN、センスリードは、	OPQが !の?IにRS�を
dぼさないようにGりOける05があります。（HBMTe：「グリーンライ
ンシールド�$」は、http://www.hbm.com/Greenline
からダウンロードできます。)
� !および�
のオートメーション?iは、Cjしない)%（M�Cな"
U、ネットワークへのMVアクセスなど）が�きないように、�kな��や
ロックが=われるようにしなければなりません。
� !がネットワークmで$%しているH0、ネットワークは、n々の
ノードの�$%をWpしてシャットダウンできるように�$する05があり
ます。
バスインタフェースなどの&a��における�NrXやそのBの&as�に
より、オートメーション?iがY!Z[\になったり、データEZを]き�
こしたりしないように、ハードウェアとソフトウェアのu.でEFv^をL
Uにおこなってください。

;2<=の>0
��_`IP20のモジュールのH0:
� �や�などのa�bKなどによるcaから� !を��してください。
� d	されるevcfは、31°Cのg80％（h!iきr）で、40°Cのg、
AX50％です。

�  !w�のjaxが"\kなどでyがれていないことをLlしてくだ
さい。

Fモジュールv�:
�   !に&z�{を3てないでください。
� ��に-�されているAX/|mfのn|�でご)�ください。
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メンテナンスとクリーニング
モジュールはメンテナンスフリーです。ハウジングをopするときは、qの
rにごBCください。
� クリーニングの7に、すべての"#からモジュールをGりDします。
� sらかく、�fにcった（tれていない）uでハウジングをp#してくだ

さい。v~を��に��しないでください。フロントパネルのラベルとデ
ィスプレイがEYするNI
があります。

� opの$には、w�が� !�に�らないようにしてください。

��のためのBCDEのFGをHった<IのJKL
このモジュールはA�xの !であり、フェールセーフです。� !は、
yzされていないV�によってM�kに�!され、)%されると、{�リス
クを]き�こすNI
があります。� !の�!、|%&、�Lまたは��
を}~される�は、G*�+,（>に78	EF}~'T）を�く(み、
��している05があります。

MNリスク
� !とそのOP�は、トルク$%78という�られたT)のみをv�とし
ています。さらに、 !の��$;�3�、�!�3�、オペレータは、
{�リスクがA�になるような./で、 !の�!を$;、U=し、EFJ
�mの�*にv�してください。�Hの(Aは�に�Lしてください。$%
78に�
する{�リスクをLlしてください。 !の�!を=い、パスワ
ードで��された)%をU=した�は、"#されているFてのA'�が、
モジュールのスイッチング
Iがテストされるまで、EFな[\に�たれて
いることを0ずLlしてください。

��O�
エラーメッセージは、エラーの#�がGり#かれ、それCmの�+がないH
0にのみLl（�l）してください。
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PQおよびPR
3�よりの+Lな'CがあるH0を#いて、モジュールは�$およびEF

の�rから、�vに�,しないでください。すべての�,によってGHした
E\については、��は�kの-�を.いません。
>に、マザーボードの��、はんだOけ%�、'�の�jは��されてい
ます。モジュールF�を�jするH0は、HBM�の�V�のみを)�してく
ださい。
このモジュールは、��したハードウェアおよびソフトウェア��でp�さ
れます。� !にvする��は、��に-�されているd	n|�でのみ=
うことができます。

STのあるUVW
/�のある�3�とは、���の�!、��、�$、)%を��されたV�
をC�しており、その��を0=するために�Tな/�を�する�です。
このモジュールは、/�のある�3�のみが、� !の��のn|�で、
かつ��なEF(�に1って)�できます。
/�のある�3�は、C�の3つの05bKのうち�なくともひとつを�たす
ことが05です。
� �$�78のEF
に�する�1は02bKです。プロジェクト�3
�は、こうした�1に�T��している。

� オートメーションプラントの%&�3�として、?@のG*./について
yzを�けている。�,に-�されている?iや78の)%に��して
いる。

� |%&エンジニアまたはサービスエンジニアとして、�$�システムの�
�を=うyzを� な��で�¡している。さらに、EFJ�の"�にし
たがって¢3や?iの�$、"£、ラベルOけを=う��を¤えられてい
ること。

また、23する��に��される/4m、EFmの(!も0ず�Lしてくだ
さい。OP�の)�についても'�です。
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メモ
��の���	は、
��
NTX001およびバックプレーンBPXにも��され
ます。

これらの}~には、C�の-aで~されます。

JK

��： ���の��レベル
EFmの5�r4に1わないと�¥Yや�Yを.う、�し�って
�+な[ を5¦。

YZ

��: ��な�

EFmの5�に1わないと�¥	または�XなY\を.うNI
がある��
�に �+な[ の�� 。

BC

��: ���に��な�

EFmの5�r4を�Lしないと、k	E\や6fまたはs¡fの7�	E
Yを¢くNI
がある���に �+な[ の5¦。 
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2 ��に��されている���
CEマーク

�,��は、��が��EC}§の5Kを�たしているこ
とをCEマークによって��しています。(EC�0¨£を
©¤するには http://www.hbm.com/HBMdoc
をご¥ください)。

ゴミ]^に_する`aマーク
このマークが8られた	a・	« !は、ヨーロッパの
¦§kにおける	a・	«�­の}§2002/96/ECのv�
になっています。この-aは、デバイスを®¨ごみとし
て¦§してはならないことを~しています。
¦§に�する�しい©¯が05なH0は、£°3±また
は��を9�した:²ªにお�い0わせください。

�b���のc9をdeしてください。
)�./や¦§./、そのBの��な©¯を«4す
る-a:
��やG*./に�する�5な©¯を}します。

fghijklmの%&（opへのq�の<I）
s³に4�される	«?iの¬pA�の�Lに�する/
!マーク

http://www.hbm.com/HBMdoc
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3 ドキュメンテーション
この�b���の-.
このG*�+,は、QuantumXおよびSomatXR$%アンプファミリに)�す
る���EthernetゲートウェイCX27Cに�する©¯が¶まれています。
�,は$%モジュールをリアルタイムオートメーションタスクに�0するた
めのサポートを«4する�	で,かれています。
ファームウェアバージョン4.32C;のCX27CはEtherCATおよびPROFINETデバ
イスIRTをサポートしています。­¸¹のCX27Bは、C7と'�にEtherCATを
サポートしています。

QuantumXファミリのtuは、vのもので!"されています。
� º�®ちmげ�のクイックスタートガイド（»¼¯）
� このG*�+,（PDF°±）
� QuantumXの��	なG*�+,（PDF°±）
� ソフトウェアパッケージ（_えば、QuantumX  Assistant、catman EASY）

のインストール�に½�NIなインデックスと²¾なW³オプションを­
えたHTML°±の¿´	なヘルプ。

�,は��されるH0があります。Aµバージョンは、3�のウェブサイト
www.hbm.comのv�する��ページに¶�されています。

wxyz
EtherCATはオープンスタンダード（IEC/FDIS 61158）なので、
www.ethercat.orgから05なAµ©¯を��してください。
CANopenの/·は、オートメーション（CiA）（www.can-cia.de）
のユーザ¸¹CANへ5�することができます。
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4 � 
QuantumXモジュールCX27  は、いわゆるゲートウェイです。
ºなるプロトコルに"づくネットワークがeÄに�&できるように、ゲート
ウェイが)�されます。
したがって、CX27 Ethernet/EtherCATゲートウェイのÅな»Æは、
FireWire¼½で"#されたモジュールからデータを�&してmÇに&�するこ
とです。

CX27の'�

デジタルプラットフォーム

Ethernet

Firewire

Firewire

Firewire

IN
EtherCAT

IN
Ethernet

OUT

�� ��

�. 4.1 ゲートウェイCX27のブロック�

データはFireWire"#をÉして�&され、モジュールはFireWire"#によ
って、g<で'�され、A�な	5が4�されますデータ�&は、='�
(すべてのノード) またはアイソクロナス(>!のノードにvして、_えばCX27)
です。
FireWire¼½で0$12nのモジュールを&Êに"#できます。
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モジュールへの"#は、�0のFireWire"#ケーブル（1-KAB272-x）またはB
PXバックプレーン¼½のどちらかを)�するように�$できます。バックプ
レーンは、¾>なケーブル"#を)�しないで、AX5nの(BPX003)モジュー
ルまたはAX9nの(BPX001)モジュールを"#できます。さらに2つのFireWire
ソケットをÉして、�]のモジュールまたはバックプレーンに"#すること
もできます。n々のモジュールのFireWireインタフェースは、Äいにアクティ
ブな[\で"#されています。
モジュールへの"#は、�kなFireWire"#ケーブル（1-KAB272-x）または
BPXバックプレーンのどちらかを)�するように�$できます。バックプレー
ンは、¾>なケーブル"#を05とせずに、AX9つのモジュールを"#でき
ます。さらに2つのFireWireソケットをÉして、�]のモジュールまたはバッ
クプレーンに"#することもできます。n々のモジュールのFireWireインタフ
ェースは、Äいにアクティブな[\で"#されています。

CX27
EtherCAT IN/OUT

BPX001
FireWire

CX27
Ethernet

�. 4.2 バックプレーンBPX001��のCX27��

ゲートウェイCX27には、ネットワーク"#�の2つのEthernetインタフェース
と1つのフィールドバスインタフェース（IN/OUT）があります。
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� !の7�と��のEthernetインタフェースは'_の?Iを¿ち、RJ45ソ
ケットがU されています。
7�のEthernetインタフェースは、$%およびメンテナンスを�	として
おり、��は、バックプレーンのモジュールの"#に)�されます。
��のEthernetインタフェースは、ディストリビュート?!.±での !�
�に)�できます。
$%タスク:
"#されたすべてのモジュールトとその$%Ë�のsÌインタフェース。
メンテナンスタスク:
��または�µのために"#されたすべてのモジュール�のsÌインタフェ
ース。

お{らせ
モジュールのp�gの�!は、MX Assistantを)�してÀ°でき ます。

|/
ゲートウェイの7�と��のEthernetインタフェースは、それぞれºなるIPア
ドレスが05です。u.のインタフェースをQuantumX
Assistantで�!できます。モジュールがバックプレーンにGりOけられてい
るH0、)�できるのは7�のEthernet ソケットのみです。
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Ethernet¼½の"#

DC 10 V ～ 30 V

1‐Kab269‐2
"#ケーブル 2 m

FireWire¼½の"#

CX27

MX...

MX...

AX1.5 A
7�のEthernet"#を
)�

X101

X102

X101
X102

X101
X102

�. 4.3 %: CX27��でのPC/ラップトップへのEthernet��

フロントのRJ45 X8およびコネクタソケット X9は、
リアルタイム?Iを­えたEtherCATフィールドバスに"#するためのもの
です。
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EtherCAT"#

DC 10 V ～ 30 V

Firewire

MX...

MX...

マスタ

CX27
（スレーブ）

X9

�]のスレーブ

�. 4.4 %: CX27��で、QuantumXとEtherCATを��
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5 !"

5.1 
��イーサネットモードの~�
QuantumXを���フィールドバスに"#するH0、CX27プラットフォーム
は、�ÁNIなプロトコルスタックを)�しており、C�のオプションをA
Âできます：PROFINET IRT、EtherCATなど。
ファームウェアバージョン4.32C;のCX27CはEtherCATおよびPROFINETデバ
イスIRTをサポートしています。
Ã�gには、EtherCATフィールドバスモードはすでにプリセットされていま
す。MX Assistantを)�してモードを��できます：
1. Ethernetケーブルを)�してPCをゲートウェイCX27Cに"#します。
2.  CX27Cへ	54�します。
3. MX Assistantを�$し、モジュールをスキャンして、MX AssistantをCX27C

に"#します。
4. CX27CをÎクリックして、フィールドバスモードメニューをÄ~します
（�. 5.1 +�）。そこで、EtherCAT とPROFINETのどちらかをAÂします
（�. 5.2 +�）。

5. AÂしたモードを�Ïにするために、ゲートウェイをÐ�$します。



!"

18 A05147_04_J00_00  HBM: public CX27C

�. 5.1 フィールドバスをリセットします

�. 5.2 フィールドバスの� します
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5.2 アイソクロナスデータ��の~�
Aºに、MX Assistant（[Signals]タブ）およびEthernetTCP/IP
を)�して、アイソクロナスデータ���の�
のモジュールチャンネルを
�!する05があります。
1. FireWireケーブル1-KAB272（X102からX101への"#など）をÉして、i
Ï[\のモジュールをゲートウェイCX27に"#するか、�Ï[\の1-BPX
001バックプレーンを)�して"#します。

2. Ethernetケーブルを)�してPCをゲートウェイCX27に"#します。
3. 	M	5をオンにします。
4. MX Assistantを�$します。
5. [Signals]タブで、アイソクロナスデータ&�を�Ïにします
（+��. 5.3）。

�. 5.3 アイソクロナスデータF!の"G

これで、EtherCATゲートウェイ¼½での%�がNIになり、EtherCATアプリ
ケーション�にモジュールを��することができます。
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6 EtherCAT
6.1 EtherCATスレーブの;a
EtherCATスレーブをEtherCATネットワークに¸みBむには、qの�5な��
が05です：
1. MX Assistantを)�したアイソクロナスデータトラフィックのº�セット
アップ

2. EtherCATマスタまたはXMLファイル（*.esi）を)�して、n々のチャネル
の��と��
- チャンネル��（サービス・データ・オブジェクト：SDO）
- プロセスデータÆ3（プロセス・データ・オブジェクト：PDO）

EtherCAT�0にはさまざまなºなるÅCのマスタが½�でき、それらはすべ
てv�するソフトウェアツール（_：KönigPA KPA EtherCAT Studio、Beckho
ff TwinCATなど）を)�して��されます。
Òの./として、MX Assistantを)�して、XMLファイルを%�するか、'Æ
のÇ�ファイル(システムDVDまたはWebサイト)を½�します。XMLファイル
は、"#されたEtherCATスレーブの	«データシートであるため、デバイス
ごとにºなります。EtherCATスレーブ©¯（*.esi）ともÓばれます。この *.e
siは、v�するファイルパス（_、C:\TwinCAT\Io\EtherCAT）にコピーして、
EtherCATマスタに�Dする05があります。

お{らせ
すべてのEtherCATマスタは、1つのCX27-XMLデータセットのみをÈ�できます。
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6.2 EtherCATの���^

6.2.1 ��^�

EtherCAT（Control  Automation Technology�Ethernet）は、
オープンでÇ��されたフィールドバスシステムで、"�	に
Ethernetソリューションに>Òに�0したE
Iな?Iが>Fです(Ç�: IEC/
FDIS 61158):
EtherCATは、EthernetハブとスイッチのÕÖ	なスタートポロジ（これはま
だ)�されていますが）を、?Nが	Éなライントポロジに!きjえます。
EtherCATのエンドユーザは、EtherCATテクノロジーを×Gするために
EtherCAT Technology Group（ETG）のØ�になっています 
（www.ethercat.org）。
EtherCATは、EthernetハブとスイッチのÕÖ	なスタートポロジ（これはま
だ)�NIですが）を、?Nが	Éなライントポロジで!きjえます。TÙ
"#とスタブ"#をサポートしています。��、マスタと�]のスレーブが
h0されてグループを°�します。

MX MX ...

FirewireEtherCAT

マスタ IN

OUT

CX27

�. 6.1 %: EtherCATへのCX27ゲートウェイ、モジュールはFireWire��で��
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6.2.2 �O�^

Ç�Ethernetとはv¤	に、スレーブからのEthernetフレームは、�Hする$
にÚ�されます（INソケットとOUTソケット）。マスタから�&されたÇ�
Ethernetフレーム（IEEE  802.3�Ê）は、Bの���Ethernet
ソリューションのように、"#ごとに�&、�(、そして、バッファリング
されません。�&データがデバイスを�Hするとき、ÛEtherCATスレーブデ
バイスは、�
するデータを(みGります。�Üデータは、それがデバイス
を�Hするときに�&データにË�されます。1って、データÚ�される7
には、フレームは�Fには�&されません。そのかわり、データÚ�はでき
るだけÌくI�されます。�&プロセスは、わずかÍビットのA�g<オフ
セットでもI�されます。マスタは、Ç�Ethernetコントローラーによって
サポートされています。

6.2.3 !"

U に05な%�のX'Tは、��、�!ツールによってU=されます。0
5な%�をA��にÎえるために、+Lに!Zされたインタフェースが%�
されています。��ツールは、デバイスデスクリプションXMLデータセット
（EtherCATスレーブ©¯ファイル = ESI）からデバイスのプロパ
ティを�Ïします。qに、��ツールは、ネットワーク・トポロジ、プロセ
スデータの��、�$および��に�するすべての�
©¯を¶むXMLデー
タ・セットをH�します。マスタがU$にU されているH0、このデー
タセットをロードするだけでよく、ネットワークの�$と)%には05な
EthernetフレームをÐpする05があります。
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QuantumX EtherCATスレーブは、ESIデータセットまたはW³?Iおよびスレ
ーブに¸みBまれたEEPROMによって��することができます。
これにより、SM/FMMU©¯（SYNCマネージャ/フィー
ルドバスメモリÈ�ユニット）を(むことができます。

6.2.4 ��

デフォルトでは、EtherCATはアプリケーションレイヤにCANopen（CoE-
CANopen over EtherCAT）を)�します。
CANopen（CAN：Controller Area Network）
は、オートメーション78�のCANのオープンプロトコル(�であり、
「CAN in Automation」（CiA）ÞØでÇ��されています。
このプロトコルは、CANバスを��ß�として)�し、ネットワークÈ�、
CAN1Ò«（メッセージアドレス）の)�、バスmでの$%、データ��タ
イプ、およびアプリケーションà�のプロファイルの"��,を}!し
ます。これは、ºなるメーカーのCANopenモジュールをÄいに¸み0わせる
ことができるようにするためです（デバイスは'じ£�を)�してい
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ます）。CANopenは、アプリケーションレイヤ（OSIレイヤ7）を、
Ç�DS30xのCiAで}!された�&プロファイルとして、すべてのアプリケー
ションで'じものとして!Zします。コミュニケーションがどのように=わ
れるかを!Zします。Bの�'のフィールドバスと'�に、リアルタイムデ
ータとパラメータデータがâÒされます。
CANopenはºなるプロパティを¿つ�&オブジェクトを)�します。

サービス・データ・オブジェクト（SDO）
パラメータ・チャンネルでは、SDOサービスによってすべてのCX27パラメー
タを(みGり、��できます。05なパラメータは、インデックスとサブイ
ンデックスを¿つSDOテレグラム�でÚ�されます。
SDOは、_えばA/D�jiのサンプルレートのような、デバイスパラメータの
�Dに、�&チャンネルの?Iを!Zします。これらのパラメータは=!
�	に�&されるため（たとえば、ネットワークをオンにするgにと�fだ
け）、SDOのã��Çはäく�!されています。

プロセス・データ・オブジェクト（PDO）
PDOテレグラムは、_えば、/�	な$%データをリアルタイムで&�する
ために)�されます。$%されたデータは、U=sのプロセスをA'、
(A、ÑÒするために)�されます。ここでの�&g<は、マスタによって
}!されたサイクルタイム/クロックレートにリンクされています。テレグラ
ムではオブジェクトは*われず、C7にAÂされたパラメータの�	が&"
�&されます。
すべてのデバイスパラメータはオブジェクトディクショナリに�Ãされ
ます。このオブジェクトディクショナリには、パラメータの�+、デー
タå、�,、およびアドレス（インデックス）が¶まれています。
QuantumX CX27ゲートウェイのH0、センサ/コントローラグループ�の
Ç��されたDS404デバイスプロファイルがæ½な�]4�とともに�¥Ä
~されます。0x6000から�まる��に05なインデックスËのみが-Jされ
ています。Bのインデックスn|の�+は、CiA(�に-�されています。
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オブジェクトディクショナリDS404（バージョン1.2.2）
CANopenデバイスのすべての�Íとパラメータ（オブジェクト）は、オブジ
ェクトディクショナリにグループ�されています。このようにしてデータの
プロセスイメージが%�され、CANopenデバイスの$%にパラメータのS�
を¤えることができます。
オブジェクトディクショナリは、�
するカテゴリのすべてのデバイスにv
していくつかのパラメータが}!（02）され、Bのパラメータは�½に!
Zされ)�されるように��されています。CANopenでは、オブジェクトに
はAºにÓa（いわゆるインデックス）が¤えられ、そのユニークなÓaを
1Òし、オブジェクトのアドレスにも)�することができます。オブジェク
トは、short、int(�Í)、long、またはchar（�èÊ）などの¾�なデータå
としてU できます。?Êや�,�などの¾>な��では、n々の5Ôにv
Úするためにサブインデックスが��されています。
オブジェクトディクショナリの�,、インデックスÓaのÆり3て、そのB
の02のエントリは、デバイスプロファイルで}!されます。ユーザ�に、
オブジェクトディクショナリはEDSデータセット（	«データシート）に�Ã
されます。EDSデータセットでは、すべてのオブジェクトにインデックス、サ
ブインデックス、é7、データタイプ、デフォルトË、A�Ë、AXË、ア
クセスオプション（(みGり/,きBみ、SDOによる�&のみ、PDOによる�
&など）が�Ãされます。これは、EDSデータセットがCANopenデバイスの
F?Iにv�していることをC�します。
CiA（www.can-cia.de）からCANopenÇ�オブジェクト
（アドレス0x1xxxから）を��できます。

6.2.5 ��

Õn|にディストリビュートしたプロセスの'gÚ�が05なH0は、ネッ
トワーク�のすべてのノードがVLに'�することが�5です。ディストリ
ビュートクロックに'�したプロセスでは、マスタクロック&aのタイミン
グをEtherCATネットワーク¼½でスレーブクロックジェネレータに&�し、
それをg<オフセットのÖêに)�します。EtherCATグループ�のメインク
ロックジェネレータはスレーブデバイス�にあります。これは、マスタがÇ
�コンポーネントにÆり3てられる05があるためです。これにより、すべ
てのノードを1�sY�のエラーで'�させることができます。
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「ディストリビュートクロック」オプションは、ESI�のv�するタグによっ
てアクティブ�/=アクティブ�のkり×えがNIです。「ディストリビュー
トクロック」がアクティブになっているH0、タイミングマスタはg<を
QuantumXスレーブに&�し、QuantumXスレーブはそのタイミングをモジュ
ールに?&します。
ディストリビュートクロックのØ�は、$%がEthernet¼½でë=してU=
され、'じタイムスタンプが"�ËとしてGÙされるH0にも�Ïです。
マスタが 「ディストリビュートクロック」オプションをサポートしていない
H0、モジュールの�$gにg<がゼロに�!され、そこからタイミングが
I�されます。
EtherCAT CX27スレーブは、ÚÜなモジュール±QuantumXデータíKシステ
ムを、このフィールドバス¼½でAX199nのg<'�&aに"#します。こ
こでのAXサンプルレートは1200 Hzです。4800 Hzのレートでは、30nの&
aを"#することもNIです。
AX3nのSync ManagersをÆり3てNIです。
CX27は "SYNC 0"パルスで$%します。サイクルg<はAX125μsに�!でき
ます。Ëが�さいほど、リアルタイムデータがZわれます。

6.3 TwinCAT3によるCX27の,��F
CX27は、QuantumX$%ËをEtherCATにルーティングできます。そのために
は、QuantumXwとEtherCATwに�!が05です。
�,では、QuantumXの$%データ&�し、TwinCAT3でÄ~する��を²¾
に�+します。

6.3.1 ;a
この_では、1つのMXモジュール（MX840B）がCX27（FireWire）に"#され
ています。�!とTwinCAT（PLC）�に、2つのEthernetインタフェースを­
えたPCが05です。PCのAºのEthernetインタフェースはEtherCATî�で、
RJ45ケーブルでCX27 のEtherCAT INに&""#します。
PCのÛ2のインタフェースは、CX27のEthernetインタフェースの1つと"#
され、�!に)�されます。
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6.3.2 QuantumXシステムの;a�F

��©¯は、CX27のG*�+,の  #を+�してください5.2。

6.3.3 TwinCAT 3の;a�F

1. TwinCAT3をインストール
2. PCのÐ�$
3. おï�のPC（Ethernetポート）とCX27Ethernetポート（X7またはX100）
を"#

4. 「C：\TwinCAT¥3.1¥Config¥Io¥EtherCAT」にÜ$し、そこにある"HBM_C
X27.xml" (ESI file)を8りOけます。
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5. TwinCAT3をIく：System Tray → TwinCATアイコンをÎクリック →
TwinCAT XAE

6. テストプロジェクトを%�し（_：プロジェクトé = "TwinCAT
TestProject"）; OKをÝす
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7.  プロジェクトが%�された�、メニューで「TwinCAT」 → 「Show
Realtime Ethernet Compatible Devices…」 をIきます。
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8. EtherCAT�&に)�するネットワークカードがC�に-�されていること
をLlしてください。「インストールされ、)�NIなデバイス（リアル
タイムv�）」
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m-にÄ~されていないH0は、それを�Vし、qのステップにGんでく
ださい

9. Cmで、qのボタンがÄ~されます:
・ �!を�Ïにする

・ ランモード

・ �!モード

・ スキャン

・ フリーラン

10.  [スキャン]ボタンをÝします
- [OK]をÝす
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- デバイスの「EtherCAT」にマークをOける

- [Yes]をÝす
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- [Yes]をÝす

まだ、フリーランが�Ïになっている、Config-modeになっています。
プロジェクトツリーはqのようになります:
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11.プロジェクトツリーでµしいタスクを%�する：[System]  →
[Tasks]をÎクリック → [Add New Item ... ]

12.タスクéを�Üしてオプションの"TwinCAT Task With
Image"をマークします。

13.µしいタスク�Íを%�し、それをCX27の�Íにリンクします（_：
Global-Status）: [Inputs]をÎクリック → [Add New Item ...] → [Change
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Variable name]、ここで��するデータタイプをAÂします（Global-
StatusにvしてはULINT）

14.[OK]をÝし、µしい�Í [GS]をダブルクリックしてリンクします
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15.[Global_Status]をAÂし、[OK]をÝします。
16.[Box1（HBM CX27 ...）]をダブルクリック → [Process Data]タブをIく
17.Sync Manager 2（Ê[SM]、=2をÞクリック）をマークする
18.$%ËをÄ~するPDOをÆり3てる: PDO

0x1A00、0x1A01および0x1A02を�]する



EtherCAT

CX27C A05147_04_J00_00  HBM: public 37

19.PDOは、C�のÄにÄ~されます（PDO1  = "Ch1"、 "St1"など）
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20.すべてを��
21.  �!を�Ïにする

- [OK]をÝす
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- [OK]をÝします。
このダイアログは、タスクと�ÍをリンクするのをßれたH0にのみÄ
~されます。

- [OK]をÝす

22.[Online]タブをIく
23.ステータス��5�が$%しているかどうかをテストする  →

[INIT]をÝしてから [OP]をÝし、$%をLlする
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24.グローバルステータスは「X」（リンクàみ）とマークされ、そのËは�
のÄ（Ê「オンライン」）でkり×わります
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Ch1はMXモジュールのチャンネル1の$%Ëを~します。St1は、コネクタの
[ を~します。このH0、MX840Bモジュールが"#されていました。
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7 PROFINET IRT

7.1 PROFINETの��
PROFINET IRTは、Ethernetベースのデジタルネットワークプロトコルのファ
ミリéで、リアルタイムA'（ã��ÇOけ、スケジュール�!、à!g<
Lá）および?@およびテストスタンドのテスト�$�に)�されます。
âÕいマスタコントローラが½�でき、Tãåユニット（バルブやM$�な
どのアクチュエータやセンサを­えたDAQ）にリンクされています。これら
のマスタコントローラと/N?iのすべては、ºなるアプリケーションにv
�しており、gにはºなるäHにv�しています。�5なのは、QuantumX
をこのÚÜなフィールドバスに�0する²¾な./をåつけることです。
これにより、システムインテグレータやエンドユーザはHBMのデータíKソ
リューションQuantumXとSomatXR(sOなユニバーサル�Ü、E�f、Tã
?!NIなど) をさらにæ½なシステムにできます。
��に、フィールドバスとPROFINETの½rはqのとおりです:
� Tãåデバイスによる?Nと�!により、ケーブルのFさをæくし、コス
トをðç

� $%スポットやセンサにP"したフィールドデータをGÙしてデジタル�
することにより、アナログ&aを��するFQR?Nをðçし、ノイズを
äçし、&a��をòm

� $%ËがET�IでE�f（24ビット）
� 100�のアナログ¢NをCPUに"#するのではなく、ケーブル1�でóÍの
&aをリアルタイム&�

� �èテストによるEい&S

� &S
のEいデータ��でエラーがGHしにくい
� éTなêëNI
� "\が�ない（�?N）
� ��が²¾
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� sOなトポロジ（スター、ライン、フィールドからô�È�レベルやクラ
ウドへのリンク）

7.2 PROFINETシステムセットアップ
すべてのQuantumXモジュールをFireWire¼½でeÄに"#するか、またはバ
ックプレーンを)�し、F�	なセットアップにCX27ゲートウェイを¸みB
みます。
Ethernetケーブル（RJ45コネクタ、ミニCat5e）を)�してCX27CをPROFINE
Tに"#します。PROFINETバスにはアクティブノードが"#されているため
、�xìíはM5です。デフォルトのデバイス-Jファイル（GSDXML）は
、 hbmからダウンロードするか、ソフトウェアMX Assistant
を)�してH�することができます。このファイルを)�すると、²¾な.
/でマスタを��できます（PROFINETデータ�0ワークフローのî）

7.3 データをPROFINETに��.に��する

QuantumX / SomatXR MXモジュールは、PROFINETコントロ
ーラからg<'�されません（�Fなアイソクロナス$%）。
_: コントローラとフィールドバスに2 msの リアルタイムループを�!し
ます。QuantumXデータは、1200 Hzでオーバーサンプリングしているので、
バスがそのデータを5�してもすぐに«4できます。
ソフトウェアのMX Assistant と�!ダイアログを)�して、
PROFINETポートにnÒのIPアドレスを�!することができます。
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7.4 PROFINETデータ�Iワークフロー
DAQシステムの�!がニーズに0っているH0は、すべてのチャンネルを%
!I�することができます。
すべてのチャンネルをソフトウェアの  MX Assistant で�!し、
C�の./で&aをPROFINETにマッピングしてください。
�� とサブタブの PROFINET��を)�して、アイソクロナス&aをすべて
PROFINETにマッピングします。

リボンバーのPROFINETダイアログを)�して
GSDMLファイルを%�します。
このXMLベースのファイルは、システム��（スロットÍ、サブスロットÍ
、スケーリングÍなど）を-Jし、プロジェクトを�!するPROFINETコント
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ローラの�ÜとpÜを��するベースです。�$H�されたファイルは、PR
OFINETセットアップツールにインポートできます。QuantumX / SomatXRシ
ステム��を��したH0（たとえばセンサを�]するH0など）に、この
>!のファイルをÐ�ïする05があります。
このファイルは78	な�½から5ðされています。
qのステップで)�されるコントローラソフトウェアは、シーメンスのTIAポ
ータルを©9にしています。もちろん、Bのコントローラもä:されており
、'�に)�することができます。

スタイル：GSDML-Version-HBM-QX_IRT-$/%/&-'/`/(
qに、H�されたファイルのTIAポータルを(みBみます。
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7.5 QuantumX PROFINETスレーブ�� - ステータスバイト
すべての¾�&aのステータスを��でñöすることができます。ステータ
スがプロセスデータレベルで&�されるH0、òの'��&であるため、Ú
�は=�に²¾です。 
U$の$%Ëの&7にステータスバイト（8ビット）を�]して、ステータス
は&�されます。 

��の��
ステータス©¯は、すべての¾�$%Ëとともに�&されます。

センサが#$
されていない

�� ��4が
�われた

�� ��� �� �� ��ではあ
りません

7 6 5 4 3 2 1 0
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ビット 0: 
Ä~: このビットは、$%Ëが�Ïであるかどうかをユーザに~します。
このビットが「1」にセットされていることをWp�、ユーザは、そのBの
ビットをåて、�*を�óする./をôします。エラーがGHして%!Ëが
iÏになるH0=>ビット0 = "1"、それCDは "0"。
ビット5または7のどちらか、もしくはu.が "1"に�!されているH0、
このビットは "1"に�!されます。それCDのFてのH0において、
このビットは$%Ëが�Ïであることを~す "0"に�!されます。
ビット3はビット0にS�しません。したがって、ソースが'�していない
（Bit 3 = 1）が、$%Ëが�Ïである（Bit 0 = 0）H0は�*ありません。 

ビット 3:
Ä~： このビットは、モジュール（この&aの$%Ëのソース）がそのg<
ソースにvして'�しているかどうかを~します。'�されていなければ=>
ビット3 = "1"、そうでなければ "0"。
もしビット5 = 1 ならば => ビット3 =Y!Z

ビット 5:
Ä~： このビットは、マッピングされた&aが)�NIかどうかを~し
ます。ケースはqのとおりです。
ソース&aはアイソクロナスが�Ïになっていません（_：RtAvailable =
"false"、&aはFireWireでアイソクロナスデータとして½�できません）。
&aMを«4するモジュールには	Üが4�されていません。
ソースモジュールとCX27C<のFireWireケーブルが"#されていないか、
または÷らかの6Uがあります。
&aMがアイソクロナスでないH0、=> ビット5 = "1"、そうでなければ
"0"。

ビット 7: 
Ä~： マッピングされた&aにセンサが"#されていないH0。 
センサが"#されていないH0 → ビット7 = "1"、そうでないH0 "0"。
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もしビット5 = 1 ならば => ビット7 = Y!Z

システムまたはモジュールのステータス
F�	なシステムまたはモジュールのステータスも&�されます。

^­ D'クロックにvし、
CXは='�

QuantumXの�''�のEZ

15:2 1 0

ビット 0: �なくとも1つの"#されたMXモジュールが='�（またはビット3
が�Cの&aステータスで�!されている）のH0、ビット0 = "1"、それC
DのH0は "0"です。
ビット 1: CX27CがD'クロックと'�していないH0、ビット1 = "1"、
そうでないH0 "0"に�!します。
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8 #$

ギガビットEthernet、
PTPv2v�

���Ethernet IN/OUT
または P1/P2

�. 8.1 ゲートウェイCX27C、c)

4�	5 (X104)

?I	グラウンド ターミナルスト
リップ (X103)

FireWire (X102 + X101)
ギガビットEthernet（X100）、

PTPv2v�

�. 8.2 ゲートウェイCX27C; *)
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8.1 ¡¢3:(ソケット X104)
Cx27ゲートウェイモジュールへの	54�には、�々なオプションがあり
ます。
� ��のソケットX104をÉした	M4�

ピン ¤¥/k¥ 1) ¦§
1 P 	M	5 DC (-) 10〜30 V
2 IO I2CバスSDA（データ）
3 P 	M	5 DC (+) 10〜30 V
4 IO I2CバスSCL（クロック&a）

1) I = �Ü、O = pÜ、P = 	Üまたは©¤&a

� BPX001バックプレーンを)�するH0は、��のVGストリップ¼½。
� ��のFireWire"#を¼½。

8.2 FireWire (ソケッ X101/X102)
ゲートウェイモジュール��のソケットX101および
X102は、QuantumXモジュールを"#す
るために�$されています。
j �. 4.3 のようにゲートウェイをモジュールに"#しま
す(ゲートウェイソケットX102 → モジュールソケット
X101 → モジュールソケットX102 ...)。

8.3 
��イーサネット（ソケット¨©/ª©　X100）
ゲートウェイCX27には、7�と��（X100）のu.に'?Iの
Ethernetインタフェースがあります。
EthernetTCP/IPは、FireWire¼½でCX27ゲートウェイに"#されたすべての
モジュールへのsÌアクセスとして?Iします。"#[\および��[ を
~すために、ÛコネクタソケットにLEDが¸みBまれています。
インタフェースは&"またはDHCP¼½でアドレス}!できます。

m�j

ソケット X104
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8.4 
�� Ethernet（ソケットIN（P1）/ OUT（P2））
2つのRJ45ソケットが7�にあり、���Ethernetフィールドバスシステムに
"#できます。マスタへの"#はソケットIN(P1)をÉして=われ、�]のスレ
ーブはソケットOUT(P2) をÉして"#されます。
これらのインタフェースは、TXTXのIEEE 802.3�ÊのqのEthernetタイプをサ
ポートします: 100Mビット/õの100BASE‐TXTX、Fø��&、オートネゴシ
エーション、およびMDI/MDIXオートクロスオーバー。
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9 ステータス%&

9.1 システムLED

���Ethernet LED

ギガビットEthernet LED

システムLEDフィールドバスLED

« C¬
ö エラーなしで÷ùs
V システム�­ができていません。®ちmげs
Vøのrù ダウンロードs、IDのWp
W '�エラー/Zú

9.2 イーサネットLED（ギガビットEthernetおよび
��Ether
net）

« C¬
öøにrû Ethernet"#ステータス� 
Vøのrù Ethernetデータ��
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9.3 フィールドバスLED

9.3.1 EtherCAT

ERR/BF/NS C¬
オフ EtherCATには"#がありません
rù EtherCAT"#s - データ��

#rû EtherCATは"#されていません - データ��はありません

RUN/SF/MS C¬
オフ EtherCATがINIT[\
ゆっくりrù EtherCATがPRE-OPERATIONAL[\
nÒLEDrû EtherCATがSAFE-OPERATIONAL[\

#rû EtherCATがOPERATIONAL[\
éTにrù EtherCATがBOOTSTRAP[\

9.3.2 PROFINET

ステータス RUN/SF/MS ERR/BF/NS
�$シーケンス オフ オフ
ハードウェアエラー1)

ライセンスエラー
オフ W

"#àみ2) ö オフ
DCPシグナル (1 Hz、3õ) üøでrù üøでrù
Bのすべて öでrù オフ

1) SDAIスタックによってエラーがトリガーされます（_：ソースファイルdemo.cからの「Ethern
et interface not working or IP core problem」など）

2) PLCとCX27C<の"#がL®されました（é7とIP�Üレンジが��）
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10 ダイアグノスティックとアラームの��
このセクションでは、ゲートウェイのSDOについて�+します
（é7、�+、Ëのn|、データå、インデックス/サブインデックス）。

­®
インデックスは、オブジェクトX,�のオブジェクトのÇ!を~します。
インデックスËは16GÍで}!します。DS404デバイスプロファイルの
Ëは、アドレス0x6xxxで�まります。

オブジェクトコード
オブジェクトコードは、オブジェクトのデータ�,を~す。

オブジェクトコード C¬: コードディング
VAR ¾�なË; タイプにはInteger8、

Unsigned32、 Visible String8 があり
ます。

7

アレイ すべてのエントリが'じデータタイプ
にPするデータフィールド。

8

レコード ¾�なデータåの¸み0わせであるエ
ントリを¿つデータフィールド。

9

データタイプ ¯の°± データ²
ブーリアン 0 = ú、1 = ò 1 バイト
INT8 -128～+128 1 バイト
INT16 -32768～+32768 2 バイト
INT32 -2147483648～+2147483648 4 バイト
UINT8 0～255 1 バイト
UINT16 0～65535 2 バイト
UINT32 0～4294967295 4 バイト
Visible String8 ASCII�è 8 バイト
Visible String16 ASCII�è 16 バイト
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アクセス
ro: (みGりî�
rw： (み/,き
wo: ,きBみî�

PDO³りVて
PDOÆり3てとは、オブジェクトディレクトリからプロセスデータオブジェ
クトへのアプリケーションオブジェクト（リアルタイムデータ）のÆり3て
をC�します。CANopenデバイスプロファイルは、ほとんどのアプリケーシ
ョンに�したÛデバイスタイプのÇ�Æり3てを«4します。

オブジェクトインデックスの!"

オブジェクトインデ
ックス（16´µ）

オブジェクトイ
ンデックス
（10´µ）

オブジェクト

0000 0 Y)�
0001 001F 1 / 31 Y	データタイプ
0020 - 003F 32 / 63 ¾>なデータタイプ
0040 - 005F 64 / 95 �,°à�の¾0データタイプ
0060 - 007F 96 / 127 デバイスà�のY	データタイプ
0080 - 009F 128 / 159 デバイスà�の¾0データタイプ
00A0/0FFF 160 / 4095 ûýの)�のために^þ
1000 - 1FFF 4096 / 8191 �&プロファイルのn|
2000 - 5FFF 8192 / 24575 メーカーà�のプロファイルのn|
6000 - 9FFF 24576 / 40959 Ç��されたデバイスプロファイルのn|
A000 - FFFF 40960 / 65535 ûýの)�のために^þ
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SDOオブジェクトの¶/

�� オブジェクト· インデッ
クス 
（16´µ）

アクセス

センサ
センサタイプ AI_Sensor_type 6110 ro
%&モード AI_Operating_

mode
6112 ro

A/Dコンバータのサンプル
レート

AI_ADC_sample_rate 6114 rw

センサのメーカー Al_Sensor_
manufacturer

6115 ro

センサのモデル Al_Sensor_
model

6116 ro

センサのシリアルÓa Al_Sensor_
serialnumber

6118 ro

センサのÇ! Al_Sensor_
location

6119 ro

センサの�V�< Al_Sensor_calibration_period 611B ro
TEDS
TEDSチップコントロール Al_TEDS_

control
611C rw

スケーリング
�Üスケーリング 1 FV AI_Input_scaling_1_FV 6120 rw
�Üスケーリング 1 PV AI_Input_scaling_1_PV 6121 rw
�Üスケーリング 2 FV AI_Input_scaling_2_FV 6122 rw
�Üスケーリング 2 PV AI_Input_scaling_2_PV 6123 rw
�Üオフセット AI_Input_offset 6124 rw
�$ゼロバランス AI_Autozero 6125 wo
スケーリングWÍ Al_Scaling_

factor
6126 rw

スケーリングオフセット Al_Scaling_offset 6127 rw
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アクセスインデッ
クス 
（16´µ）

オブジェクト·��

プロセス(の)*(
PVの�Ü AI_Input_PV 6130 ro
PVのk�¾Ç AI_Physical_unit_PV 6131 rw
プロセス¯のオーバーフロー¸l
A� AI_Span_start 61148 ro
AX AI_Span_end 61149 ro
+�ステータス
Status AI_Status 6150 ro
フィルタのÅC AI_Filter_type 61A0 rw
フィルタ/�Í ： AI_Filter_

frequency
61A2 rw

-/
コネクタの&aé Al_Signal_name 61B0 rw
コネクタ
の1Ò

Al_Connector_
identification

61B1 ro
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11 *	
*	 ��
CAN コントローラエリアネットワーク、³$Ç��されたプロトコル

（ISO 11898）
Cat Ethernet�&にも)�される、ケーブルカテゴリのTC

（�なくともカテゴリー5が、EtherCATケーブルに05です）。
CiA オートメーションにおけるCAN（www.can-cia.org）
CoE EtherCATをÉしたCANOpen、よりEいレベルのプロトコルとし

て)�
DDF デバイス-Jファイル
EDS 	«データシート
EtherCAT® EthernetA'オートメーション78
FMMU フィールドバスメモリÈ�ユニット
FPGA フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ
FV フィールドË
MDI s¡fのü�インタフェース
MDI-X s¡fのü�インタフェース（クロスオーバーケーブル)�）
OSI オープンシステムインターコネクト（ネットワークプロトコル�

の©¤モデル）
PDO プロセスデータオブジェクト（リアルタイムモジュールデータ）
PV プロセスË
SDO サービスデータオブジェクト（モジュール�!�のデータ）
SM '�マネージャーは、アプリケーションメモリへのアクセスÈ�
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12 サポート
サポート
E-mail: support@hbm.com
Internet: www.hbm.com

¹º»¼の¼½�¾
ヨーロッパ
Hottinger Baldwin Messtechnik GmbH: 
Im Tiefen See 45, 64293 Darmstadt, Germany
Tel. +49 6151 8030, Fax +49 6151 8039100
E-mail: info@hbm.com
www.hbm.com

ýþアメリカ
HBM, Inc., 19 Bartlett Street, Marlborough, MA 01752, USA
Tel. +1-800-578-4260 / +1-508-624-4500,
Fax +1-508-485-7480
E-mail: info@usa.hbm.com

アジア
Hottinger Baldwin Measurement (Suzhou) Co., Ltd.
106 Heng Shan Road, Suzhou 215009, Jiangsu, VR China
Tel. (+86) 512 68247776, Fax (+86) 512 68259343
E-mail: hbmchina@hbm.com.cn

£��'のAµ��は、インターネットでごLlください：
www.hbm.com/worldwide

www.hbm.com/worldwide
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